
第 50 回

平成29年6月23日（金）～25日（日）

公益財団法人 ミズノスポーツ振興財団協力

　勝利を引き寄せた１球は、落ち着きを必要とするスペアと、思いが通じたかのよ
うなストライクでした。そして涙と笑顔、対照的な決勝のドラマを映し出した２人
ですが、自分のボウリングに徹する冷静さと、ＮＨＫ杯への憧れという情熱を持ち
合わせてきたことは共通点。だからこそ優勝に手が届いたのでしょう。
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昨
年
度
、
第
24

回
ア
ジ
ア
選
手
権

大
会
と
第
14
回
世

界
ユ
ー
ス
選
手
権

大
会
で
日
本
代
表

チ
ー
ム
は
多
く
の

メ
ダ
ル
を
獲
得
。

開
会
式
上
で
メ
ダ

リ
ス
ト
に
協
会
よ

り
功
績
章
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

【
受
章
者
】

宮
澤
拓
哉
（
群

馬
）
、
新
畑
雄
飛

（
東
京
）
、
斎
藤

祐
太
（
神
奈
川)



佐
々
木
智
之
（
神

奈
川
）
、
野
島
は

る
な
（
静
岡
）
、

安
里
秀
策
（
愛

知
）
、
伊
吹
太
陽

（
滋
賀
）
、
和
田
翔
吾
（
和
歌

山
）
、
泉
宗
心
音
（
愛
媛
）
、
中

野
勝
仁
（
福
岡
）
、
八
鍬
良
太

（
学
連
）
、
石
本
美
来
（
学
連
）

▽
７
月
24
日
㈪
～
26
日
㈬

文
部

科
学
大
臣
杯
第
41
回
全
日
本
中
学

選
手
権
大
会

京
都
・
キ
ョ
ー
イ

チ
ボ
ウ
ル
宇
治

▽
７
月
28
日
㈮
～
29
日
㈯

ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
認
定
会
（
北
地

区
）

福
島
・
ボ
ウ
ル
ア
ピ
ア
郡

山▽
７
月
31
日
㈪
～
８
月
２
日
㈬

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
第
41
回
全
日
本
高
校
選
手

権
大
会

神
奈
川
・
川
崎
グ
ラ
ン

ド
ボ
ウ
ル

愛
知
・
稲
沢
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

▽
６
月
30
日
㈮
～
７
月
２
日
㈰

第
54
回
東
日
本
選
手
権
大
会

福

島
・
ボ
ウ
ル
ア
ピ
ア
郡
山

▽
６
月
30
日
㈮
～
７
月
２
日
㈰

第
54
回
西
日
本
選
手
権
大
会

愛

媛
・
キ
ス
ケ
ボ
ウ
ル

▽
７
月
８
日
㈯
～
９
日
㈰

Ｊ
Ｂ

Ｃ
公
認
第
３
種
審
判
員
認
定
会

（
東
日
本
地
区
）

神
奈
川
・
川

崎
市
教
育
文
化
会
館

▽
７
月
17
日
（
月
・
祝
）
～
24
日

㈪

ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
１

７

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ

団
産
業
別
選
手
権
大
会

東
京
・

東
大
和
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
／
立
川

ス
タ
ー
レ
ー
ン

▽
６
月
13
日
㈫

平
成
29
年
度
定

時
評
議
員
会

東
京
・
仏
教
伝
道

セ
ン
タ
ー

▽
６
月
17
日
㈯

ボ
ウ
リ
ン
グ
教

室
（
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
）

富
山
・

富
山
地
鉄
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ウ
ル

▽
６
月
18
日
㈰

ボ
ウ
リ
ン
グ
教

室
（
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
）

新
潟
・

Ｐ
Ｏ
Ｐ

Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
長
岡

▽
６
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰

第
50

回
全
日
本
シ
ニ
ア
選
手
権
大
会

▽
６
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰

第
30

回
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
レ
デ
ィ
ス
ト

ー
ナ
メ
ン
ト

京
都
・
し
ょ
う
ざ

ん
ボ
ウ
ル

▽
６
月
９
日
㈮
～
11
日
㈰

経
済

産
業
大
臣
杯
第
43
回
全
日
本
実
業

１
０
０
０
ゲ
ー
ム
達
成
13
年

桑
原
選
手
に
表
彰
状

昨
年
１
年
間
に
公
認
１
０
０
０

ゲ
ー
ム
を
達
成
し
た
選
手
は
全
国

で
15
名
。
13
年
連
続
で
達
成
し
Ｎ

Ｈ
Ｋ
杯
出
場
を
果
た
し
た
桑
原
の

ぶ
選
手
（
宮
城
）
に
、
開
会
式
上

で
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
下
地
賀
寿
守
監

督
が
務
め
ま
し
た
。

日
場
協
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
の

放
映
協
力
金
が

（
公
社
）
日
本
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

協
会
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
の
テ
レ
ビ
放

映
協
力
金
の
助
成
を
い
た
だ
き
、

開
会
式
上
に
て
同
・
中
里
則
彦
会

長
よ
り
北
川
薫
協
会
会
長
に
目
録

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
週
の
５
月
27
日
㈯
に
は
録
画
放

送
の
２
時
間
番
組
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
１
で
も
放
送
さ
れ
ま
し

た
。実

況
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
浅
井
僚
馬
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
、
解
説
は
全
日
本
ナ
シ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
の
実
況
生
中

継
も
選
手
に
と
っ
て
憧
れ
と
な
っ

て
い
る
こ
の
大
会
。
今
年
も
５
月

21
日
㈰
15
時
か
ら
１
時
間
に
わ
た

っ
て
、
男
子
・
女
子
の
優
勝
決
定

戦
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

メ
ン
バ
ー
に
認
定
証
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
選
考
会
を
実

施
し
て
34
名
の
新
体
制
が
整
い
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
に
は
全
選
手
が
出
場
し

ま
し
た
。

開
会
式
に
先
立
ち
、
２
０
１
７

年
度
の
全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
・
ユ
ー
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

６月＆７月

▽
高
知
県

近
藤
浩
一
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
理
事
、
連
盟
理
事
長
）
、
別

役
壽
章
（
連
盟
副
理
事
長
）

▽
福
岡
県

清
末
利
也
（
連
盟

副
会
長
）
、
吉
村
和
幸
同
、
四

宮
和
裕
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
理
事
、
連
盟

理
事
長
）
、
宗
像
利
裕
（
連
盟

副
理
事
長
）
、
的
野
洋
祐
、
上

田
幸
男
、
田
中
善
一
郎
、
山
口

佳
秀
、
大
賀
保
文
、
國
友
俊

康
、
辻
村
孝
彰
、
大
田
啓
二
、

安
江
三
一
、
深
野
和
弘
、
石
井

芳
野
、
髙
良
洋
平
、
岸
﨑
亜
希

子
、
岸
﨑
博
昭
、
小
名
俊
博
、

森
俊
彦
、
山
川
誠
、
相
部
惠
子

▽
長
崎
県

松
尾
勝
利
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
評
議
員
、
連
盟
理
事
長
）
、

松
尾
美
代
子
井
上
廣
井
上
恵

▽
熊
本
県

塚
本
佐
代
子
、
佐

々
梨
枝
子
、
平
田
智
恵
子

▽
大
分
県

中
野
晴
夫
（
連
盟

理
事
長
）
、
田
島
靖
久

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

和
紀
同
、
佐
藤
修

▽
三
重
県

脇
谷
利
男
（
連
盟

会
長
）
、
田
口
隆
夫
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ

評
議
員
、
連
盟
理
事
長
）
、
柳

川
弘
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
評
議
員
、
連

盟
副
理
事
長
）
、
深
津
憲
治

（
連
盟
副
理
事
長
）
、
中
川
政

紀
、
柳
川
穂
波
、
渡
辺
良
幸
、

栗
林
摩
知
子
、
栗
林
隆
行
、
西

浦
裕
美
子
、
坪
香
吉
宣
、
鈴
木

隆
博
、
吉
川
朋
子
、
飯
田
剛

▽
岡
山
県

加
計
孝
太
郎
（
連

盟
会
長
）
、
西
平
喜
久
司
（
同

副
会
長
）
、
金
安
利
和
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
理
事
、
連
盟
理
事
長
）
、
立

花
敏
春
（
連
盟
副
理
事
長
）
、

小
阪
佳
弘
、
下
口
真
一
郎
、
小

松
大
介
山
﨑
正
造
堀
江
保
博

▽
香
川
県

大
野
敬
太
郎
（
連

盟
会
長
）
、
青
木
稔
（
同
理
事

長
）
、
綾
野
孝
一
（
同
副
理
事

長
）
、
植
田
秀
信
同
、
中
西
正

典
同
、
木
村
富
美
子

隆
（
同
副
理
事
長
）
、
三
浦
信

明
、
神
岡
潔
、
上
野
号
史
、
飯

島
俊
夫
、
髙
井
良
樹
、
村
田

繁
、
星
野
仁
夫

▽
千
葉
県

臼
井
日
出
男
（
Ｊ

Ｂ
Ｃ
顧
問
、
連
盟
名
誉
会
長)



黒
河
敏
一
（
連
盟
会
長
）
、
福

島
滋
（
同
副
会
長
）
、
西
林
康

憲
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
理
事
、
連
盟
副
会

長
兼
理
事
長
）
、
張
ヶ
谷
和
年

（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
監
事
、
連
盟
副
理
事

長
）
、
大
須
賀
健
治
（
連
盟
副

理
事
長
）
、
土
屋
晴
仁
、
渡
辺

勇
、
伊
藤
保
雄
、
赤
坂
一
夫
、

海
和
大

▽
新
潟
県

塚
田
芳
久
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
理
事
、
連
盟
会
長
）
、
古
俣

豪
樹
（
連
盟
副
会
長
）
、
鈴
木

力
正
（
同
理
事
長
）
、
諏
訪
間

秀
明
（
同
副
理
事
長
）
、
池
田

【
特
別
法
人
会
員
】

▽
山
形
県

株
式
会
社
マ
ル
ヰ

（
代
表
取
締
役
井
上
智
之
）
、

大
成
商
事
株
式
会
社
（
代
表
取

締
役
洪
性
助
）

【
特
別
個
人
会
員
】

▽
北
海
道

斉
藤
安
弘
（
連
盟

副
会
長
）
、
湊
谷
廣
、
石
田
健

太
郎

▽
山
形
県

佐
藤
智
、
阿
部
俊

雄
、
神
林
隆
明

▽
栃
木
県

田
口
剛
（
連
盟
副

会
長
）
、
福
地
恒
雄
（
同
理
事

長
）
、
藤
浪
譲
（
同
副
理
事

長
）
、
松
本
裕
司

▽
群
馬
県

清
水
真
人
（
連
盟

会
長
）
、
竹
田
達
治
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ

評
議
員
、
連
盟
副
会
長
）
、
奈

良
純
夫
（
連
盟
副
会
長
）
、
登

坂
明
彦
（
同
理
事
長
）
、
宮
沢

平
成
29
年
５
月
１
日
以
降
登
録
者


フ
ァ
イ
ナ
ル
マ
ッ
チ
は
生
中
継

Ｂ
Ｓ
で
は
２
時
間
番
組
も

１
０
０
０
ゲ
ー
ム
達
成
の

桑
原
選
手
左

緊 迫 の フ ァ イ ナ ル
マッチを科学的に分析
緊 迫 の フ ァ イ ナ ル
マッチを科学的に分析
緊 迫 の フ ァ イ ナ ル
マッチを科学的に分析

ＮＨＫ｢スポーツイノベー

ション｣で７月放送予定

今大会にはＮＨＫの新スポ

ーツ番組「スポーツイノベー

ション」が密着取材。ストラ

イクラッシュに沸いた男子の

ファイナルマッチを素材とし

て、ボウリングに科学的に迫

ります。

頂上決戦でファイナリスト

たちがオイルをどう読み、ス

トライクにつなげていった

か、選手への追跡取材と映像

分析から探ります。

番組はＮＨＫ・ＢＳ１で毎

週日曜21時から放送中。ボウ

リングは７月放送予定です。

日
場
協
中
里
会
長
左
よ
り
目
録
が

実
況
の
浅
井
ア
ナ
右
と
下
地
監
督

今年度メンバーに認定証が
(写真はナショナルチーム男子)
今年度メンバーに認定証が
(写真はナショナルチーム男子)

功績章を受けたメダリスト功績章を受けたメダリスト

▽
山
梨
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟

〒
４
０
０
－
０
１
１
６

山
梨
県
甲
斐
市
玉
川
３
８

３
－
１

小
松
住
宅
３
号

齋
藤
様
方

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
５
－
２
７
９

－
５
７
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５

５
－
２
７
９
－
５
８
６
６

▽
東
京
都
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟

〒
１
９
０
－
０
０
２
２

東
京
都
立
川
市
錦
町
６
－

23
－
18

コ
ー
ポ
73

12
号

室
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
２
－
５
９
５

－
９
２
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４

２
－
５
９
５
－
９
２
０
９

▽
千
葉
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟

〒
２
８
５
－
０
８
４
５

千
葉
県
佐
倉
市
西
志
津
２

－
３
－
23

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０
－
１
３
６

９
－
１
３
１
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０

４
３
－
４
６
１
－
１
８
５
９

千
葉･
東
京･

山
梨

連
盟
事
務
局

移
転
し
ま
し
た

第５４７号 （第三種郵便物認可） （2）平成２９年６月１日



儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

木
選
手
と
石
本
選
手
が
選
手
宣
誓

し
、
３
日
間
に
わ
た
る
大
会
の
幕

開
け
と
な
り
ま
し
た
。

た
。競

技
規
程
説
明
・
認
証
報
告
と

審
判
団
の
紹
介
に
続
い
て
、
佐
々

真
髄
を
示
し
て
ほ
し
い
と
、
全
選

手
へ
向
け
て
語
り
ま
し
た
。
来
賓

を
代
表
し
て
（
公
社
）
日
本
ボ
ウ

リ
ン
グ
場
協
会
・
中
里
則
彦
会
長

よ
り
激
励
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
、

開
催
地
で
あ
る
狭
山
市
の
小
谷
野

剛
市
長
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ト

ッ
プ
選
手
た
ち
を
歓
迎
さ
れ
ま
し

（
神
奈
川
）
、
石
本
美
来
（
学

連
）
両
選
手
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
を
手
に

入
場
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
局
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
番
組
部
の

浅
田
昌
之
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
へ
杯
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

北
川
薫
協
会
会
長
は
こ
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
で
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ウ
リ
ン
グ
の

５
月
19
日
㈮
12
時
30
分
か
ら
開

会
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
出

場
資
格
が
一
つ
ひ
と
つ
紹
介
さ

れ
、
前
回
優
勝
者
の
佐
々
木
智
之

第
４
１
６
・
４
１
７
号
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
ゲ
ー
ム
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

両
選
手
に
は
会
場
の
新
狭
山
グ

ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
よ
り
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

和
田･

村
上
が
達
成

第
51
回
全
日
本
選
抜
ボ
ウ
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
和
田

翔
吾
選
手
（
和
歌
山
）
と
村
上
太

一
選
手
（
静
岡
）
が
大
会
第
42
・

43
号
と
な
る
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ゲ
ー

ム
を
達
成
。
協
会
主
催
大
会
公
認

ま
た
大
会
中
に
は
ド
ー
ピ
ン
グ

検
査
を
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
の
助
成
を
受
け
て

実
施
し
ま
し
た
。

イ
ナ
ル
に
進
出
。
エ
リ
ミ
ネ
ー
タ

ー
方
式
の
３
位
決
定
戦
は
１
ゲ
ー

ム
勝
負
で
、
１
・
２
位
が
勝
ち
上

が
り
ま
す
。
そ
し
て
優
勝
決
定
戦

も
１
対
１
で
１
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

勝
者
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
ま

す
。こ

の
大
会
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

金
の
助
成
を
受
け
て
開
催
し
て
い

ま
す
。

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

公
認
１
０
０
０
ゲ
ー
ム
達
成
者
が

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
簡
単
に
獲
得
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
を

争
う
大
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
出

場
す
る
こ
と
、
そ
し
て
優
勝
す
る

こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
。

予
選
９
ゲ
ー
ム
、
準
決
勝
６
ゲ

ー
ム
、
決
勝
６
ゲ
ー
ム
の
３
ラ
ウ

ン
ド
を
経
て
、
上
位
４
名
が
フ
ァ

全
日
本
選
抜
選
手
権
の
出
場
資

格
に
は
、
大
会
の
歴
代
優
勝
者
や

前
回
入
賞
者
、
公
式
国
際
大
会
の

日
本
代
表
選
手
ま
た
は
メ
ダ
リ
ス

ト
、
全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
、
協
会
主
催
大
会
の
優

勝
・
入
賞
者
、
各
地
区
選
手
権
上

位
者
、
各
連
盟
代
表
と
、
前
年
度

Ｈ
／
Ｇ
、
Ｈ
／
Ｓ
（
左
か
ら
）

門
田
、
北
村
、
和
田
、
村
上

狭
山
市
小
谷
野
市
長

日
場
協
中
里
会
長

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
を
返
還

前
回
優
勝
者
が
選
手
宣
誓

北
川
協
会
会
長

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
第
51
回
全
日
本
選
抜
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
が
５
月
19
日
㈯
か
ら
21
日
㈰
に

か
け
て
、
埼
玉
・
新
狭
山
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
（
公
競
№
１
１
１
‐
０
３
０
）
で
開
催
さ
れ
、

男
女
合
わ
せ
て
２
６
９
名
が
厳
し
い
出
場
資
格
を
ク
リ
ア
し
て
大
会
に
集
ま
り
ま
し
た
。

男
子
は
昨
年
４
位
の
斎
藤
祐
太
（
神
奈
川
）
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
・
新
畑
雄

飛(

東
京)

と
ス
ト
ラ
イ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
好
勝
負
を
演
じ
た
末
、
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

女
子
は
昨
年
の
国
体
覇
者
、
武
部
公
英
（
大
阪
）
と
、
連
覇
を
狙
う
石
本
美
来
（
学
連
）

が
優
勝
決
定
戦
で
対
決
。
ス
ペ
ア
を
堅
く
決
め
続
け
た
武
部
に
軍
配
が
上
が
り
ま
し
た
。

（3） 平成２９年６月１日 （第三種郵便物認可） 第５４７号



第５４７号第５４７号 （4）（5） 平成２９年６月１日平成２９年６月１日 （第三種郵便物認可）（第三種郵便物認可）

武たけ
部べ 

公きみ
英え

優 勝

斎
藤 

祐
太

優 勝

京）は６６５をマークし、畑を３ピン上回って３位につけた。ファイナル
進出をかけて最後の３ゲーム、斎藤は勢いのまま７２７を打って１番乗り
を決めた。新畑が６９７で続き２位通過。６４８にまとめた吉田も３位に留ま
り、最後の１枠は畑と佐々木の争いに。ラストゲームで3８ピンあった差
を逆転して佐々木が滑り込んだ。
　初優勝がかかる斎藤と新畑、歴代優勝者の吉田と佐々木。４人とも
NHK杯のテレビ決勝は経験者で、新畑以外は２年連続となるファイナ
ル進出となった。１フレーム目から攻めの姿勢を隠すことなく、全員が
ストライクを決め見せた。佐々木がただ一人ダブルを決めて優位に立っ
たが、以降レフティの吉田は７番ピン、斎藤と佐々木も10番ピンに阻ま
れて前半はこう着状態に。５フレーム目に３人ともストライクを決めた
ことで試合が動き出す。ここから斎藤は６連続で３人を置き去りにした。
我慢が続いていた新畑だったが、６フレーム目からターキーで追いつく。
すると９フレーム目に佐々木と吉田は相次いでオープンフレーム。あき
らめずにノーミスで投げ終えた新畑が２枠目を手にした。
　NHK杯のタイトルを渇望する２人が挑戦権を獲得し、迎えた優勝決
定戦。その熱意がスコアに表れたゲームスタートとなった。先攻の斎藤
がストライクを決めると、後攻の新畑はダブル。それを受けた斎藤も２

連続をプラスした。３フレーム目の８・10番ピンがピン同士の絡みで何
とか倒れたストライクが、斎藤とレーンの相性を象徴していた。
　新畑もレーンコンディションはつかんでいた。３・４フレームもスト
ライクで計４連続。斎藤が４フレーム目に８番ピンを残したことで、１
マークの差ができた。新畑の５フレーム目は２・８番ピンが縦に並ぶ難
しい残りピンだったが、冷静にスペアを取った。
　６フレーム目に再びストライクを決めた斎藤。追いつきたい７フレー
ム目は、残りかけた２番ピンに転がってきたピンが当たって倒れた。２
度目のラッキーなピンアクションには、斎藤も思わず破顔した。並ばれ
た新畑はまずストライク。しかし８フレーム目はリリースを失敗してし
まう。かろうじてスペアを取ったが、形勢は傾いてしまった。
　気持ちの余裕も生まれた斎藤のストライクが止まらない。８・９フレー
ムもつなげて優位に立ち、新畑の投了を見守る。残り全部ストライクが
必須の状況で、新畑の９フレーム目は完璧なストライク。そして迷わず
10フレーム目のアプローチに立った。
　もう一度、完璧に見えた投球だったが10番ピンが残って勝負あり。悔
し涙の新畑とは対照的に、斎藤は笑顔で締めくくり、昨年４位のリベン
ジと幼いころからの憧れでもあったNHK杯優勝を果たした。

　予選１回戦のトップ３は、６６７の越智真南（愛媛）、６６1の友部
茉由美（茨城）と６５２の石本美来（学連）。以下1２位まで3２ピン差
しかない混戦の大会スタートとなった。13位につけていた向谷美
咲（千葉）は２回戦を６3７にまとめて首位を奪った。石本は1２ピ
ン差で２位、３位の伊勢川華愛（和歌山）は石本と３ピン差で相
変わらずの接戦模様。
　向谷は３回戦も６30と抜群の安定感。トータル1８８７までスコア
を伸ばしてトップを守った。石本も６3２にまとめて10ピン差の２
位。浦川澪奈（大阪）はこのシリーズ６９４とし、1７位から一気に
３位へ浮上しただけでなく、石本と1２ピン差まで追い上げた。
　準決勝前半、石本は５９1にまとめて首位に立った。向谷は最終
ゲームでつまづくも２0ピン差で２位に留まる。３位に武部公英（大
阪）、４位に吉田由美子（埼玉）とベテランの実力者が並び、こ
こまでがアベレージ２00超。スペアが重要になるシビアなレーン
コンディションであることがスコアから伺えた。後半もさらに厳
しい状況ながら、石本は６00とし首位をキープ。武部が５７ピン差
で２位となり、その２0ピン差に向谷と続いた。
　朝一番のレーンコンディションでプレーする決勝前半もスコア
は伸びなかった。その中でも石本は５９２にまとめたが、武部が６11
をマークしたことで、差は3８ピンに縮まった。泉宗心音（愛媛）
が６1７とし３位に上がると、向谷は４位に後退もファイナル進出
圏をキープした。

　後半も現状維持を続けていた石本はラストゲームで首位固めの２５６。
武部と泉宗も大崩れせずに２・３位を守り抜いた。伊勢川が１ゲーム目
に２４６と打ち上げたことで４位に食い込み、ファイナル進出の４人が確
定した。
　連覇を狙う石本と、８年ぶりのテレビ決勝となる武部、昨年３位の泉
宗、ダークホースの伊勢川。年齢も実績も全く異なる４人の対決が大混
戦となったのは、女子には厳しいレーンコンディションの仕業と言える。
　１フレーム目こそ石本、武部、泉宗がそろってストライクを決めたが、
全員単発に終わってしまう。石本が４・５フレーム目でダブルを決めた
一方、他の３人はスプリットにも泣かされる展開。優位に立った石本も
ラスト２フレームはスプリットでオープンを喫して、1８1でゲームを終
えた。９フレーム目でストライクを決めた武部と伊勢川は、あと２つ続
けば石本を逆転できる状況となった。第10フレーム１投目はともにスト
ライクをつなげてきたが、２投目でピンを残して反撃はここまで。1８0
の武部が２位通過を決めた。伊勢川は1７７、泉宗は1６８で、高校生の２人
がここで姿を消した。
　国内３大個人タイトルとされるNHK杯、全日本選手権、国体のうち、

石本は昨年度NHK杯と全日本
を制している。一方の武部は一
昨年度の全日本王者であり、昨年の国体優勝者。NHK杯の頂上決戦に
ふさわしい２人が勝ち残った。
　武部はストライクでスタートし、石本は確実にスペアをとっていった。
４フレーム目、武部は２・７・８番を残す難しいスプリットでスペアを
決めて、ホッとした表情。思うようにストライクコースを描けずにいた
石本は５フレーム目でボールチェンジしてストライク。手ごたえを得た
かと思われたが、ダブルにつなげることはできなかった。
　石本の７フレーム目はストライクを出した右レーンで投球だったが、
３・６・10番が残ってしまい、まさかのスペア失敗。窮地に陥った石本
はすぐに８フレーム目の投球に臨んで、こんどは９・10番のスプリット
を残してしまった。これもオープンとなり、武部との差は２マークに。
　リードができた武部は９フレーム目にようやく２つ目のストライク。
逆転がゼロではない石本は、開き直った表情で９フレーム目にストライ
クを決めた。しかし10フレーム目につなげることはできなかった。
　勝負がついてから最終フレームに臨んだ武部は涙をこらえながらの投
球でゲームを締めくくり、インタビューでは３大タイトルの最後の一つ
を手にしたうれしさをあふれさせた。

　予選１回戦で７00UPしたのは７２４の荒兼広平（岡山）のみ。２
位の吉田大祐（愛知）は６９1で荒兼と33ピン差がついたが、1２位
のスコアは６５0と、少ない点差に大人数がひしめいていた。その
ため２回戦で上位の顔ぶれは一変。７位につけていた高橋晃大（愛
媛）が７２６と打ち上げて首位を奪うと、佐々木智之（神奈川）も
７0４とし９位から２位へ。２ゲーム目にパーフェクトを決めた和
田翔吾（和歌山）は４８位から３位まで大ジャンプしてピンチを回
避した。
　激動の上位に混ざり１ケタ順位を守っていた畑秀明（神奈川）
は、３回戦で７４２をマークして予選１位通過を決めた。和田も連
続７00UPで２位につけると、畑と1４ピン差をキープ。３位に浮上
してきた斉藤翼（茨城）と和田は４マーク差がついた。
　レーンをメンテナンスした直後の準決勝前半はスコアが伸びに
くかった中、和田は６４４、畑は６２５で１・２位に留まった。斎藤祐
太（神奈川）が６７0とし３位につけると、ここまでがトップ集団に。
４位の高橋と斎藤とは６２ピン差がついた。そして後半、和田と畑
はそろってスコアを落としてしまう。斎藤は６30にまとめてトッ
プ通過を決めたが、６９８と打ち上げてきた吉田が15ピン差まで
迫った。さらに１ピン差で畑と続き、決勝進出の1２名が出そろっ
た。
　日を変えて決勝前半、斎藤は７0８でスパートした。６５８にまとめ
た吉田だったが、差は６５ピンに広がった。４位通過の新畑雄飛（東

石
本 

美み

来ら
い

準優勝

泉いず
む
ね宗 

心し
音おん

４ 位

伊
勢
川 

華は
な

愛え

３ 位

新しん
ば
た畑 

雄ゆう
飛ひ

準優勝

佐
々
木 

智
之

４ 位

吉
田 

大
祐

３ 位

女子の部 男子の部

優勝：斎藤祐太、準優勝：新畑雄飛、第３位：吉田大祐
第４位：佐々木智之、第５位：和田翔吾、第６位：畑秀明

男
子
の
部
入
賞
者

優勝：武部公英、準優勝：石本美来、第３位：伊勢川華愛
第４位：泉宗心音、第５位：向谷美咲、第６位：北村恵

女
子
の
部
入
賞
者
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【特訓編】朝から晩まで、ボウリングのために

【歓迎編】応援がパワーになりました

ご協力ありがとう
ございました

ここから世界へ、リスタート！全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
強
化
合
宿

2017

　全日本ナショナルチーム恒例の強化合宿が、今年も5月2日㈫から6日㈯の5日間にわたって開催されました。長崎県大村市の
大村Jボウル（公競№１４２－０４６）を主会場に、34名のメンバーがチームビルディングに励みました。
　3月の選考会を経てメンバーが刷新された今年のナショナルチーム。全員が揃う最初の機会となった今回の強化合宿は、チー
ム強化はもちろんのこと、今年度の国際大会代表選考も兼ねて行われ、ハードメニューをタイトなスケジュールでこなすものとなり
ました。世界選手権へ、そして来年のアジア競技大会を目指して、ナショナルチームがリスタートを切りました。

　大村Jボウル（山中雄二支配人はじめスタッフの皆様）、長崎インターナショナルホテル（川添徳也相談役、末永淳一総支配人、宿
泊課植木七郎マネージャー、スタッフの皆様）、大村市役所（吉野哲副市長、職員の皆様）、長崎県スポーツコミッション（鈴木英司
事務局長）、長崎県教育庁（岩永聡子指導主事）、長崎県ボウリング連盟（松尾勝利理事長、毛利友一さん、久保和幸さん、井上廣さん、
政時由尚さん、林田真一郎さん、高橋徹さん、田口潤さん、菊川隆行さん、中村守光さん）、参加選手ご家族の皆様� 〈順不同・敬称略〉

　今回の合宿は時間的に投球タイムの比重が高めで、毎日異なるオイルパター
ンを設定して、国際大会を想定して取り組みました。初日・２日目は練習とし
ての投球で、下地賀寿守監督はフリー投球タイムで各選手のコンディションを
確認。その後３人チームでスコアをつけての練習に入ると、黙々と投球してい
た選手たちは一気にチーム戦モードに切り替わり、会場内に選手の声がとどろ
きました。世界選手権の決勝を想定して、ベーカー方式のマッチゲームも繰り
返し練習。緊迫感を出すため、目標スコア未到達と対戦で負けたチームのメン
バーにはその場で筋トレメニューが課されました。
　３・４日目は世界選手権大会とアジアユース選手権大会の代表選手を選考す
るための「参考記録会」として、ショート・ミディアム・ロングの３オイルパ
ターンで６ゲームずつ投球しました。この時間帯はメンバーは皆ライバル。引
き締まった雰囲気で、淡々とゲームが進行していきました。
　最終日は再び練習投球を。ナショナルチームは５人チーム戦を１ゲームずつ
メンバーチェンジしながら行いました。最後の最後、疲れが見え始めた選手た
ちに下地監督が檄を飛ばす場面も。全員が集まった貴重な時間を無駄にしない

　５月４日は県立総合運動公園に出向いて、ジムでマシン等を使ったトレーニン
グも行いました。新メンバー 14人を迎えた今回、瀧本未来トレーナーは機器の
使い方や正しい姿勢の取り方を一から指導しました。天気にも恵まれたこの日は、
広々とした公園内を走ったり、チューブを使って負荷をかけながらの運動や、鬼
ごっこをアレンジしたゲーム性のある運動で全身を動かしました。

　合宿の舞台となったのは長崎県大村市。５月２日㈫に協会役員・チームスタッ
フが大村市役所を表敬訪問し、吉野哲副市長より熱烈大歓迎をいただきました。
吉野副市長は市役所の実業団ボウリング部メンバーでもあり、会談中はボウリン
グのコアな話が尽きませんでした。ゴールデンウィークに突入した翌日からは大
村Jボウルにも足を運ばれ、長時間にわたって練習を観覧してくださいました。
　そして吉野副市長よりビッグなプレゼントが。最高級の大村牛を差し入れてい
ただき、最後の晩餐にバーベキューを開催しました。霜降り肉に選手も大興奮！
鍛えた体に最高のエネルギーとなりました。

　５月４日、地元長崎県のボウラーを迎えて交流会が開かれました。メンバー 3
人＋来場者3人のボックス対抗チーム戦を実施。キャンセル待ちも続出だったそ
う。豪快なストライクとパフォーマンスでサービスするメンバーに、長崎の方々

　今年度、ナショナルチームの
オフィシャルスポンサーとなっ

たファイテン㈱より、知野亨トレー
ナーにゲスト参加いただきました。写
真は体幹部の筋肉をチェックしてほぐ
されている羽ヶ﨑選手。この講習直後
の投球タイムに好スコアを続出して
「効果実証!?」と周囲を驚かせました。

　宿舎となった長崎インターナショナルホ
テルは、長崎国体（2014年）の会場・長崎
ラッキーボウルの川添徳也社長がオーナー。
寛大なご理解のもと、早朝から深夜までか
かる合宿スケジュールをフルサポートして
くださいました。スタッフの方によるお見
送り、お出迎えに選手も癒されました。

も大喜びで盛り上がりました。3ゲームの即興チームでしたが、絆は大いに深
まったようです。

　１日のスケジュールは起床直後の
ウォームアップから始まります。朝６
時30分に集合してストレッチのあと、
ホテルから森園公園まで往復５㎞のラ
ンニングと２人組になっての筋トレを
１時間かけて行いました。

　体を動かすだけではなく、勉強の時間もたっぷりと。初日はオリエンテーショ
ンに続いて、JADAによるアンチ・ドーピングの研修会が開かれました。長崎
県ラグビーフットボール協会会長も務める衛藤正雄医師が注意点を詳しく解説
してくださいました。
　夕食後の研修タイムは、下地監督、齋藤専務理事、佐藤常務理事、砂古口強
化委員長による講義に加え、メンバー間のコミュニケーションをとるための時
間もとり、就寝まで時間を惜しむ毎日でした。

　合宿の始まりを告げるオリエンテーションに、オフィシャルスーツと制服で臨
むメンバーたち。大村Jボウルの山中雄二支配人にも激励していただき、気持ち
を引き締めました。

　スポット参加の北川薫会長によるフットサルのトレーニング。クロススポー
ツ（異競技の実践）で選手の運動能力を見極めました。普段と違う体の動きや、
頭を使う運動をすることでさらに能力を伸ばす目的です。「想像以上に動ける
ね。アスリートらしくなった」と評価は上々でした。

よう、精いっぱいの力を尽くして練習に臨んでいました。ユースのメンバーは、
男子は山下知且コーチの指導でオイル変化への対応、ダブルス戦練習を、女子は
石嶺可奈子コーチがフォームチェックをしながらの投球を行いました。

下地監督の檄！

投げる！

投げる！ 鍛える！

ジムでもトレーニング！

外でもトレーニング！

研修・講義も満載！

効果実証 !?

大村市役所を表敬訪問

フルサポートに感謝♥

吉野副市長から
大村牛の差し入れ♥

記
念
撮
影
♥

オリエンテーション

地元ボウラーとの交流会

トレーニングに

フットサル！？

１日のスタートも
� トレーニング！
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よ
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さ
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全
日
本
ナ
シ
ョ
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ル
チ
ー
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の

２
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１
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ニ
フ
ォ
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し
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し
た
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オ
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ャ
ル
サ
プ

ラ
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サ
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ジ
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さいとう・ゆうた 21歳 実

業団の日本精工に所属。2016

年世界ユース選手権で日本チ

ームの銀メダル獲得に貢献。

2017年春にナショナルチーム

を離れるも、昨年４位の実力

を示して初優勝を遂げた。

斎藤「なるべく新畑選手より

もストライクを多くつなげ

て、イージーミスをしないよ

うに心がけて、あとは一投一

投とにかく全力で集中するこ

とを考えて投げていました

昨年は４位で終わってしまっ

ていたんですけど、そのリベ

ンジを果たすことができて、

優勝しに来たんですけど、ち

ょっと信じられない気持ちで

いっぱいです。小さいころか

らずっとテレビで、この優勝

決定戦、生中継を見ていたん

ですけれども、そこで今自分

が投げて、勝って、優勝でき

たということは、何度も言う

んですが信じられないです｣

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

たけべ・きみえ 46歳 2016

年の全日本選手権、国体で個

人優勝を遂げたベテラン実力

者。ＮＨＫ杯でも2009年にテ

レビ決勝進出、３位入賞を果

たしており、今大会で初優勝

を飾った。

武部「すごく難しいレーン

（コンディション）だったの

で、本当にスペアを取ること

しか頭になくて、辛抱してい

てよかったです。結構年齢い

ってるんですけど、年齢重ね

るごとに我慢することができ

るようになってきたので、す

ごく長い３日間でしたけど、

我慢してきてよかったです。

すごい欲しかったタイトルな

ので、本当うれしいです。若

い方のパワーとか、ナショナ

ル選手みたいな勢いとか持っ

てませんから、それに勝負で

きるには精神面だったりとか

で勝負しないとだめだと思っ

て、年齢のせいでしょうか｣

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

斎藤祐太さん＆武部公英さん
(神奈川県) (大阪府)

新
の
た
め
の
義
務
研
修
と
し
て
受
講
で

き
ま
す
聴
講
参
加
も
受
け
付
け
ま
す


【
実
施
概
要
】

▽
期
日

７
月
８
日
㈯
～
９
日
㈰

▽
会
場

川
崎
市
教
育
文
化
会
館
（
神

奈
川
県
川
崎
市
）

▽
受
講
料

６
４
８
０
円
（
日
体
協
公

認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
義
務
研
修
は
３
２

４
０
円
、
聴
講
者
は
５
４
０
０
円
）

▽
申
込
締
切

６
月
16
日
㈮
（
先
着
80

名
で
締
め
切
り
ま
す
）

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
第
３
種
審

判
員
認
定
会

(

東
日
本)

受
講
受
付
中
で
す

平
成
29
年
度
Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
第
３
種
審

判
員
認
定
会
の
東
日
本
地
区(

神
奈
川)

は
７
月
開
催
で
す
。
現
在
受
講
申
込
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
新
た
に
資
格
取

得
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
ま
た
日
体
協
公
認
ボ
ウ
リ
ン
グ
指

導
者
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、
資
格
更

平成29年度第１回理事会が５

月26日㈮に東京・仏教伝道セン

ターで開催されました。前年度

の決算案と事業報告案を審議、

可決し、６月13日㈫開催の平成

29年度定時評議員会に諮ること

となりました。【詳細は次号】

28 年度決算案 ･
事業報告案を可決

ボールクリーナーワイプは
選手の心強い味方
ボールクリーナーワイプは
選手の心強い味方

vol.114 優勝を振り返って…
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